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　セラミックスなどの固体中をイオンが電荷担体として自由に動き回ることがで
きる固体イオン伝導体は，燃料電池，全固体電池，センサなど電気化学デバイス
の固体電解質として使用されている．固体電解質はデバイスの高性能化や安全性
の向上などに寄与するキーマテリアルであることから，長年に渡って研究開発が
盛んな分野である．近年では，カーボンニュートラル実現に向けた取り組みの中
で，更なる高性能化を目指した研究が活発化し，新しい特徴ある材料が数多く見
出されている．
　本特集では，酸化物イオン , プロトン，ヒドリド，水酸化物，フッ化物イオン
やマグネシウム，ナトリウムイオンの各種伝導材料について最新の材料研究動向
とその応用例について紹介する．
� （特集担当委員：井手慎吾・幾原裕美・布谷直義・加賀洋史）
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